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代表理事就任のご挨拶 代表理事 加藤智章（北海道大学） 

 
秋元美世前代表理事の後を受けて 2016(平成 28)年 12 月までの 2 年間、代表理事を務めさせていた

だくことになりました。このような大役がつとまるのか、はなはだ心許ないのですが、会員の皆様方の

お力添えをいただき微力ながら学会の発展に努力してゆきたいと思います。よろしくお願い申しあげま

す。 

 さて、消費税率の引き上げによる社会保障財源の確保を意図する「社会保障と税の一体改革」も、現

在のところ税率 8%にとどまっており、道半ばの状態にあります。総人口は減少局面に入る一方、少子

高齢化はなお進行しており、どのような形で限られた財源を増大する社会保障需要に配分してゆくのか、

難しい制度運営が迫られそうです。こうした状況は社会保障法学会にとっても大きな影響を及ぼすもの

であり、学会が社会に対して、どのような情報を、いかなる方法を用いて提供していくのか、これまで

以上に真剣に検討する時期であるように思います。 

 一時は 600 名を超えた会員数(2009 年 9 月 1 日時点で 604 名)も、ここ最近は入会者数よりも退会者

数が上回る傾向が続いており、500 名を割り込みそうな勢いです。前代表理事の秋元先生はその就任挨

拶(会報第 34 号)のなかで研究活動の環境整備に言及しておられました。私もそのことに共鳴するもの

です。会員数が多ければいいというものではありませんが、ここは少人数でも自由闊達で活発な知見を

交換する場としての学会活動を確保してゆきたいと考えています。このような営みはもとより会員皆様

の協力なくしては不可能です。精一杯努力するつもりでおりますが、皆様方のご協力を改めてお願い申

しあげます。 

 
 

第６７回春季大会開催案内 事務局長 片桐由喜（小樽商科大学） 

 

日本社会保障法学会第６７回春季大会が下記の通り開催されます。皆様お誘い合わせの上ご参加いた

だきますようお願い申し上げます。 

・日 時：２０１５年５月１６日（土） ９：３０～１７：００ 

・会 場：近畿大学 東大阪キャンパス（〒577-8502 大阪府東大阪市小若江 3-4-1） 

    大学までの交通、大学内の案内につきましては本会報末尾の地図をご参照ください。 

   総会・シンポジウム会場： B 館 1 階 B－１０１室 

・お問い合わせ先 Tel：０６－６７２１－２３３２（代表 ⇒ 法学部衣笠葉子研究室へ） 

・大会次第（詳細につきましてはレジュメ集をご覧ください。） 

受付開始 ·········································································································· 9:30 
開会 ···············································································································10:00 
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共通テーマ・シンポジウム 

「老齢年金法の基本問題」 

司会：江口隆裕（神奈川大学）、丸谷浩介（佐賀大学） 
 

○丸谷浩介（佐賀大学） ·········································································· 10:00～10:15 
  「シンポジウムの趣旨」 
 

○西村 淳（北海道大学） ······································································· 10:15～11:00 
「高齢期所得保障における公と私」 

 

○福島 豪（関西大学） ·········································································· 11:00～11:45 
「公的老齢年金制度におけるスライド」 

 

総会・開催校あいさつ  ········································································ 11:45～12:15 

休憩（昼食）  ························································································ 12:15～13:30 

 

共通テーマ・シンポジウム（続き） 

 
  ○永野仁美（上智大学） ·········································································· 13:30～14:15 
  「公的老齢年金制度における税財源の役割と機能」 
 

○太田匡彦（東京大学） ·········································································· 14:15～15:00 
「公的老齢年金制度における将来拘束」 

 

休憩  ····································································································· 15:00～15:20 

○シンポジウム ······················································································ 15:20～17:00 

大会終了  ····························································································· 17:00（予定） 

 
※同封の大会出欠確認はがきに必要事項を記載の上、2015 年 5 月 6 日（水）までにご返送いただきますよう

お願いいたします。 
※昼食を希望される方は、大会出欠確認はがきの「2．昼食」の「要」に○をつけてください。昼食を希望さ

れた方は、大会当日、受付にて昼食券を購入してください。代金は 1,000 円です。なお、昼食券を申し込

みされた方は必ずご購入ください。 
※懇親会の参加を希望される方は、大会出欠確認はがきの「3．懇親会」の「出席」に○をつけてください。

懇親会の参加を希望された方は、大会当日、受付にて懇親会券を購入してください。代金は 6,000 円です。

懇親会の会場は、近畿大学東大阪キャンパス「BLOSSOM CAFE 3 階 多目的ホール」です。 
※本大会においては、大会時間中の一時保育を実施します。この一時保育は、近畿大学の学会会場近くに開

設する一時保育室にて、株式会社タスクフォース（http://www.taskforce-pr.co.jp）の保育スタッフが保育

を行うものです。利用料金や申込方法については、4 月 7 日（火）までに学会ウエブサイトでお知らせし

ますので、ご利用希望の方はご覧ください。この件に関するお問い合わせは、増田幸弘会員（日本女子大
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学）及び金川めぐみ会員（和歌山大学）の両方にお願いいたします（連絡先のメールアドレスは学会会員

名簿をご参照ください）。 
 

企画委員会からのお知らせ 企画委員長 丸谷浩介（佐賀大学） 

 
 このたび、企画委員長となりました丸谷です。どうぞよろしくお願い申し上げます。 
 第 67 回春季大会は、2015 年 5 月 16 日（土）、近畿大学東大阪キャンパスにて開催予定です。「老齢

年金法の基本問題」をテーマにしたシンポジウムが開催されます（担当理事：江口隆裕理事・丸谷浩介

理事）。なお、個別報告はございません。 
 第 68 回秋季大会は、東北大学において 2015 年 10 月 17 日（土）に開催されます。午前中は加藤智

章理事を中心に「社会保険における使用者の責任（仮）」としたミニシンポジウムを予定しています。

午後は韓国・延世大学校法学専門大学院の全光錫先生による特別記念講演の後、片桐由喜理事を中心に

「日韓社会保障比較―医療保障法制の視点から―（仮）」とするミニシンポジウムを予定しています。

なお、個別報告はございません。 
 第 69 回春季大会は、2016 年 5 月、同志社大学において開催される予定です。現在、「子どもの発達

支援と社会保障法―子どもの貧困対策推進法を契機として―（仮）」をテーマにシンポジウムの準備が

進んでいます。 
学会で取り上げるべきテーマなどにつき会員の方からのご意見をお待ちいたしております。また、個

別報告についても随時エントリーを受け付けています。 
 

（若手会員の文献リスト作成に関して） 
企画委員会では、今後の企画立案に役立てるとともに、若手会員（40 歳未満もしくは大学院入学後

10 年未満の会員）の業績を広く紹介するため、文献リストを作成し、学会のホームページに掲載します

（当学会誌掲載のものは除く）。つきましては、企画委員会の情報収集能力に限界があるため、上記要

件に該当する論文・著書の現物またはコピーを下記にお送り頂ければ幸いです。なお、お送り頂いた論

文・著書は返却いたしませんのでご了承ください。 
 〒840-8502 佐賀市本庄町 1 番地 

 佐賀大学経済学部 
       丸谷浩介（marutani@cc.saga-u.ac.jp） 

 

学会誌投稿論文の募集について 企画委員長 丸谷浩介（佐賀大学） 

 

学会誌投稿論文を募集しています。ふるってご応募ください。募集要領は下記の通りです。 

記 

１ 学会誌に発表する論文は未発表のものに限ります。 

２ 投稿者は本学会会員に限ります。 

３ 投稿された原稿は、論文審査委員会が内容を考慮して選定した論文審査委員に、氏名を伏して審査

を委嘱します。その結果に基づき、論文審査委員会が採否を決定します。採用された原稿の掲載方法

等については、学会誌編集委員会で決定します。 

４ 採用にあたっては、より一層内容の充実を図るために、補筆や修正等をお願いすることがあります。 

５ 原稿の分量は、原則として、14,000 字（200 字詰め原稿用紙 70 枚）以内とします。 

６ 執筆要領は、別にお渡しします。応募ご希望の方は、学会事務局まで請求してください。なお、公

正な審査を行うため、執筆者を特定・推定させるような表現はお避けください。たとえば、注の中で

投稿者自身の執筆論文・著書を引用する場合には、「拙稿」といった表現は用いずに、他の執筆者の
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論文等の引用と同じスタイルで引用してください。 

７ 英文タイトルおよび英文要約（200 語以内）を必ずつけてください。 

８ 投稿論文は、コピーを含め 3 部提出してください。提出された原稿は、採否にかかわらず返却いた

しません。 

９ 締め切りは、2015 年 9 月 30 日（必着）とします。 

10 投稿原稿は、学会事務局気付「論文審査委員会」宛に、簡易書留にてご送付ください。 
〒047-8501 北海道小樽市緑 3 丁目 5-21 

小樽商科大学商学部 片桐研究室気付 
日本社会保障法学会事務局「論文審査委員会」宛 

 

学会奨励賞候補作品の募集について 企画委員長 丸谷浩介（佐賀大学） 

 
2015 年度学会奨励賞候補作品の推薦（自薦を含む）を下記要領で募ります。 
なお、推薦された候補作品は審査委員会で審査の上、受賞者は秋の総会で表彰いたします。  

記 
１ 対象作品：2014 年（1 月から 12 月）に公刊された著書および論文 
２ 著者・筆者の年齢：当該著書・論文公刊時に 40 歳未満の会員 
３ 受賞者数：原則として 1 名 
４ 締め切り：2015 年 5 月 31 日 
５ 推薦の宛先：〒047-8501 北海道小樽市緑 3 丁目 5-21 

  小樽商科大学商学部 片桐研究室気付 
日本社会保障法学会事務局 

 

学会誌編集委員会からのお知らせ 編集委員長 西田和弘（岡山大学） 

 
・学会誌 30 号については，会員の皆様のご協力により，現在，公刊に向けて鋭意編集中です。 
・投稿論文の締め切りは 9 月末日ですので，奮ってご応募ください。なお，枚数（200 字詰め原稿用紙

で 70 枚）は厳守でお願いします。 
・67 回春季大会では，学会当日の昼食休憩時に編集委員会の開催を予定しております。詳細については

追ってメールにてお知らせいたしますので，編集委員の方はご承知おきください。 
・ご所属の図書館・資料室への学会誌配架へのご協力ありがとうございます。学会誌 19 号までは『社

会保障法第○号』として発刊しておりましたが，学会誌 20 号以降は共通タイトルを付する形にして

おります。その関係で，図書館・資料室での継続購入が途絶えている場合があるようです。あらため

てご確認いただき，継続購入していただけますようお願いいたします。 
 

理事・監事、代表理事の選出について 選挙管理委員長 原田啓一郎（駒澤大学） 

 
第 17 期理事・監事選挙の結果、推薦理事の選出、ならびに代表理事選挙の結果についてご報告いた

します。 
 
（理事選挙） 
1．開票日時   2014 年 8 月 28 日（木）14 時～17 時 30 分 
2．開票場所   中央大学 2 号館 9 階 2942 号室 
3．有権者総数  有権者総数 487 名、投票者数 129 名 
4．有効投票数  有効投票数 633 票（白票数 12 票）、無効投票数 0 票 
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5．選挙結果（50 音順、敬称略） 
当選 秋元 美世  阿部 和光  石橋 敏郎  井上 英夫  岩村 正彦 

加藤 智章  金川めぐみ  菊池 馨実  木下 秀雄  鈴木  靜 
関 ふ佐子  高田 清恵  嵩 さやか  西田 和弘  新田 秀樹 
古橋エツ子  丸谷 浩介  本澤巳代子  矢嶋 里絵  山田  晋 

次点 石田 道彦  片桐 由喜  中野 妙子 
次々点 尾藤 廣喜  増田 幸弘 

 
（監事選挙） 
1．開票日時   理事選挙に同じ 
2．開票場所   理事選挙に同じ 
3．有権者総数  有権者総数 487 名、投票者数 129 名 
4．有効投票数  有効投票数 238 票（白票数 20 票）、無効投票数 0 票 
5．選挙結果（50 音順、敬称略） 
 当選 石田 道彦  大曽根 寛 
 次点 原田啓一郎 
 
（推薦理事の選出） 
 2014 年 10 月 17 日（金）開催の理事会（静岡大学静岡キャンパス人文社会科学部棟 A 棟 6 階大会議

室 18：00～）において、学会規約 8 条 3 項および理事会決定（「推薦理事の推薦手続き」）にもとづき、

選出理事による 5 名連記の投票によって以下の 10 名の推薦理事が選出されました。なお、翌日の総会

において承認を受けました。 
選出結果（50 音順、敬称略） 

    江口 隆裕   片桐 由喜   国京 則幸   橋爪 幸代   原田啓一郎 
    尾藤 廣喜   平部 康子   増田 幸弘   水島 郁子   脇田  滋 
 
（代表理事の選出） 
1．開票日時   2014 年 11 月 10 日（月）13 時～13 時 30 分 
2．開票場所   中央大学 2 号館 2725 号室 
3．有権者総数  有権者総数 32 名、投票者数 30 名 
4．有効投票数  有効投票数 30 票（白票数 0 票）、無効投票数 0 票 
5．選挙結果（敬称略） 
  当選 加藤 智章 
 

日本社会保障法学会理事会議事録要旨 日本社会保障法学会事務局 

○2014 年度 10 月定例理事会（16 期） 
・日時：2014 年 10 月 17 日（金）16：00～17：30 
・場所：静岡大学 静岡キャンパス 人文社会科学部棟 A 棟 6 階 大会議室 
・議事内容 
①第 66 回秋季大会の運営について（略） 
②第 67 回春季大会の運営について（略） 
③第 68 回秋季大会以降の運営について（略） 
④学会誌投稿論文について 
加藤企画委員長より、1 件の投稿論文の応募があり審査中である旨が報告された。 

⑤学会誌編集委員会より 
西田編集委員長より、学会誌第 30 号の編集等について報告があった。 

⑥各委員会等より（略） 
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⑦第 17 期理事・監事選挙について 
新田事務局長より、選挙結果について報告があった。 

⑧入会者承認、退会者報告（略：下記の「入退会のお知らせ」をご覧下さい） 
⑨その他（略） 

 
○2014 年度 10 月定例理事会（17 期） 
・日時：2014 年 10 月 17 日（金）18：00～18：40 
・場所：静岡大学 静岡キャンパス 人文社会科学部棟 A 棟 6 階 大会議室 
・議事内容 
 ①推薦理事の選出について（略） 
 ②企画委員の選任について（略） 
 ③代表理事選挙について（略） 
 ④その他（略） 
 

○2014 年度 12 月定例理事会  
・日時：2014 年 12 月 13 日（土）16：00～17：30 
・場所：京都大学 法経済学部北館 3 階 第 5 演習室 
・議事内容 
 ◎代表理事の選出について 
  代表理事選挙の結果、加藤智章理事が代表理事に選出された。 
 ◎事務局の交代について 
  片桐由喜理事が事務局長を務めることとなった。 
 ◎企画委員長について 
  企画委員会において、丸谷浩介理事が企画委員長に選出された。 
①第 67 回春季大会の運営について（略） 
②第 68 回秋季大会の運営について（略） 
③第 69 回春季大会以降の運営について（略） 
④学会誌投稿論文について 
丸谷企画委員長より、応募された投稿論文を審査した結果採用となったことが報告された。 

⑤学会誌編集委員会より 
 西田編集委員長より、学会誌の当面の編集・発行等につき説明があった。 

⑥各委員会等より（略） 
⑦入会者承認、退会者報告（略：下記の「入退会のお知らせ」をご覧下さい） 
⑧その他（略） 

 

入退会のお知らせ 日本社会保障法学会事務局 

 

・2014 年 10 月 17 日（金）、12 月 13 日（土）の定例理事会で、次の方々の入会が承認されました。 

（順不同、敬称略） 
星田淳也（政策研究大学院大学）、浅野公貴（早稲田大学・院）、妹尾知則（龍谷大学・院）、鈴木敏

彦（和泉短期大学） 
 
・2014 年 10 月 17 日（金）、12 月 13 日（土）の定例理事会で、次の方々の退会が報告されました。 
（順不同、敬称略） 
 清正寛、吉田恒雄、島田友子、高倉義憲 
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事務局からのお知らせ 日本社会保障法学会事務局 

○学会奨励賞受賞者の表彰について 
永野仁美会員（上智大学）が『障害者の雇用と所得保障―フランス法を手がかりとした基礎的考察―』

（信山社、2013年）により2014年度の学会奨励賞を受賞され、第66回秋季大会総会で表彰されました。 

 

○学会誌バックナンバーについて 
学会誌につき、引き続き、皆様所属の図書館やご近所の図書館等で購入希望を出していただければ幸

いです。ご注文につきましては、1 号から 12 号までは委託事務局に、13 号以降は法律文化社営業部（Tel：
075－702－5830）にお問い合わせください。バックナンバー1 号から 12 号までの在庫数は、学会ホー

ムページにてご確認ください。 

 

○英文パンフレットについて 
英文パンフレットの残部が事務局に若干数ありますので、ご入り用の方は事務局までメールでご連絡

ください。 

 

○次回以降の学会大会について 
第 68 回秋季大会は、2015 年 10 月 17 日（土）、東北大学にて開催される予定です。 

 

○第 68 回秋季大会（2015 年 10 月）における一時保育の利用申込みついて 
第 68 回秋季大会においても、大会時間中の一時保育を実施する予定ですが、その利用料金や申込方

法については、7 月 10 日（金）までに学会ウエブサイトでお知らせしますので、ご利用希望の方はご

覧ください。なお、第 68 回大会の一時保育は、利用申し込みの締切日が 8 月中旬となる見込みであり、

次号（第 39 号）の学会会報がお手元に届くときには利用申し込みの締め切り日が過ぎておりますので、

ご注意ください。 
 ＊この件に関するお問い合わせは、増田幸弘会員（日本女子大学）及び金川めぐみ会員（和歌山大学）の

両方にお願いいたします（連絡先のメールアドレスは学会会員名簿をご参照ください）。 
 
○事務局の移転について 
 2015 年 4 月より、学会事務局が小樽商科大学に移転いたしました。今後とも学会運営にご協力いた

だきますよう、よろしくお願いいたします（委託事務局の変更はありません）。 
 
（本部事務局） 
〒047－8501 北海道小樽市緑 3 丁目 5－21 

小樽商科大学商学部 片桐研究室気付 
Tel：0134－27－5367  Fax：0134－27－5367  E-mail：sslaw@res.otaru-uc.ac.jp 

（できるだけ、e メールでの連絡をお願いいたします） 
 ＊入会申請および退会通知は、本部事務局にお願いいたします。 
 
（委託事務局） 

〒166－8532 東京都杉並区和田 3－30－22 
大学生協学会支援センター内 

Tel：03－5307－1175 Fax：03－5307－1196  E-mail：sslaw@univcoop.or.jp 
 ＊住所等の変更、会費納入状況についてのお問い合わせは、委託事務局にお願いいたします。 


